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陳情した米須さん「全ての自治体」に自覚を

蓑
田

は
る
か
に
下
匝
一
一
て
い
そ
、

こ
の
た
め
、
政
府
は
産
官
学

に
よ
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
二
五

．
し
ー
っ
）
　
こ
け
．
洗
い
八
一
男
一
十
へ
一
々
0

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断

し
た
」
と
説
明
す
る
。

た
だ
、
便
利
さ
を
追
求
し
た
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を
調
べ
る
の
に
個
人
デ
ー
タ
を

使
う
こ
と
も
可
能
と
み
る
。

「
消
費
税
は
時
の
権
力
に
い
つ

も
っ
と
個
人
の
権
利
を
強
化
す

る
方
に
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。
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i
島

壁
間
的
鈍
的
盤
溌
棚
側
川
棚
脚
溜
…

垂
東
部
の
小
金
井
市
議
会
が
、
沖
縄
県
名
護
両

辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
中
止
を
訴
え
る
陳

情
を
可
決
し
な
が
ら
、
共
産
党
会
派
の
賛
成
撤
回

で
、
陳
情
に
基
づ
く
意
見
書
の
提
案
が
見
送
ら
れ

た
問
題
。
実
は
、
新
基
地
建
設
の
中
止
を
求
め
る

内
容
の
請
願
は
六
月
、
東
京
都
文
京
区
議
会
で
も

採
決
さ
れ
、
共
産
党
会
派
も
賛
成
し
て
可
決
し
て

い
た
。
両
者
は
何
が
異
な
る
の
か
。
双
方
の
主
張

を
読
み
解
き
、
本
土
の
人
々
が
、
沖
縄
の
基
地
問

題
に
と
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
。

（
皆
川
剛
、
大
村
歩
）

小
金
井
市
議
会
が
可
決
し
な

が
ら
、
国
に
提
出
す
る
意
見
書

の
提
案
を
見
送
っ
た
の
は
、

「
辺
野
古
薪
基
地
建
設
の
中
止

と
、
普
天
間
基
地
（
飛
行
場
）

代
替
施
設
の
問
題
に
つ
い
て
民

主
主
義
お
よ
び
憲
法
に
基
づ
き

公
正
に
解
決
す
る
べ
き
こ
と
を

求
め
る
陳
情
」
。
八
月
、
沖
縄

県
出
身
で
同
市
に
住
む
蒸
瀧

寅
さ
ん
（
三
〇
）
が
提
出
し
た
。

内
容
は
、
①
新
基
地
の
建
設

中
止
と
普
天
間
飛
行
場
の
運
用

停
止
②
普
天
間
の
代
替
施
設
の

候
補
地
を
沖
縄
以
外
の
全
国
す

べ
て
の
自
治
体
と
す
る
③
米
軍

基
地
が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て

当
事
者
意
識
を
も
っ
た
国
民
的

議
論
を
行
う
④
必
要
だ
と
の
結

論
に
至
れ
ば
、
公
正
で
民
主
的

な
手
続
き
に
よ
り
（
候
補
地

を
）
決
め
る
－
の
四
項
目
を
、

政
府
と
衆
参
両
院
へ
要
望
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

市
議
会
は
九
月
二
十
五
日
、

こ
の
陳
情
を
二
十
四
人
中
十
三

人
の
賛
成
多
数
で
可
決
。
し
か

し
、
陳
情
に
基
づ
く
意
見
書
案

を
議
論
す
る
は
ず
だ
っ
た
今
月

五
日
の
本
会
議
前
に
、
共
産
党

市
議
団
（
四
人
）
が
賛
成
を
撤

回
。
提
出
は
見
送
ら
れ
た
。

九
月
の
可
決
は
沖
縄
の
地
元

紙
が
「
普
天
間
代
替
、
全
国
候

補
に
」
と
大
き
く
報
じ
た
。
そ

の
後
、
党
中
央
委
員
会
か
ら
も

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
話
し
合

っ
た
結
果
、
賛
成
の
撤
回
を
決

め
た
と
い
う
。
市
議
団
幹
事
長

の
水
上
洋
志
市
議
は
「
『
全
て

の
自
治
体
を
候
補
地
に
す
る
』

と
の
表
現
が
、
米
軍
基
地
の
容

認
に
つ
な
が
り
、
同
意
で
き
な

い
」
と
説
明
す
る
。

実
は
、
文
京
区
議
会
で
も
五

月
、
新
基
地
建
設
中
止
を
求
め

る
請
願
が
出
さ
れ
た
。
陳
情
と

の
違
い
は
、
議
員
紹
介
が
必
要

な
こ
と
の
み
。
請
願
理
由
に

「
基
地
負
担
は
全
国
で
平
等
に

負
う
べ
き
」
と
本
土
移
設
を
視

野
に
入
れ
た
記
述
が
あ
る
が
、

共
産
党
区
議
団
も
賛
成
し
て
可

決
さ
れ
た
。
な
ぜ
小
金
井
と
判

断
が
分
か
れ
沈
妙
か
。

幹
事
長
の
萬
立
幹
夫
区
議
は

「
『
平
等
負
担
』
に
関
し
て
は

『
見
解
が
違
う
』
と
委
員
会
で

表
明
し
た
上
で
、
請
願
自
体
に

は
賛
成
し
た
」
と
話
す
。
確
か

に
、
請
願
が
国
に
求
め
た
内
容

は
、
辺
野
古
薪
基
地
の
「
建
設

中
止
を
求
め
る
」
の
み
だ
。
も

し
請
願
理
由
で
は
な
く
請
願
内

容
自
体
に
本
土
移
設
を
求
め
る

記
述
が
あ
れ
ば
「
そ
の
ま
ま
で

は
賛
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と

語
る
。
一
方
、
小
金
井
の
意
見

書
案
は
、
国
に
求
め
る
内
容
と

し
て
全
国
の
自
治
体
を
「
候
補

地
と
す
る
」
と
あ
り
、
共
産
党

の
方
針
「
普
天
間
の
無
条
件
轍

去
」
に
反
す
る
た
め
、
賛
成
で

き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
共
産
党

は
党
綱
領
で
も
、
日
米
安
全
保

障
条
約
の
廃
棄
と
米
軍
基
地
の

撤
退
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
共
産
党
の
対
応
に

つ
い
て
、
米
須
さ
ん
は
「
本
土

移
設
あ
り
き
で
陳
情
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
趣
旨
が
誤
解
さ
れ

制
謝
矧
矧
周
潮
親
鵠
鞘
鞘

て
い
る
」
と
残
念
が
る
。

陳
情
の
①
～
④
は
「
こ
の
順

番
に
物
事
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
の
思
い
を
込
め
た
。
特
に
重

要
な
の
は
、
②
と
③
の
順
序
。

「
全
て
の
自
治
体
に
普
天
間
の

代
替
施
設
が
来
る
可
能
性
が
あ

る
と
国
民
が
自
覚
し
た
後
に
、

文
京
区
議
会
は
「
建
設
中
止
」
に
絞
り
可
決

米
軍
基
地
の
必
要
性
を
議
論
す

べ
き
だ
」
と
い
う
の
が
、
両
親

が
宜
野
湾
市
の
出
身
と
い
う
米

須
さ
ん
の
考
え
だ
。
「
基
地
問

題
は
沖
縄
の
問
題
で
自
分
た
ち

に
関
係
な
い
と
い
う
の
が
、
本

土
の
人
た
ち
の
一
般
的
感
覚
だ

と
思
う
。
『
国
民
的
議
論
』

は
、
全
国
民
が
当
事
者
意
識
を

持
た
な
い
と
成
立
し
な
い
の
で

は
な
い
か
」
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「
本
土
引
き
取
り
」
沖
縛
で
も
是
非

し
、
引
き
取
れ
な
い
な
ら
安
保

条
約
を
見
直
す
し
か
な
い
。
沖

縄
の
基
地
問
題
の
責
任
者
は
、

本
土
の
有
権
者
だ
」

今
回
、
「
辺
野
古
が
唯
一
」

米
須
さ
ん
は
、
市
民
団
体

「
沖
縄
の
基
地
を
引
き
取
る
会

・
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

所
属
し
て
話
り
、
陳
情
は
同
団

体
の
主
張
に
沿
う
部
分
が
多

い
。
飯
島
信
事
務
局
長
は
、

「
メ
ン
バ
ー
は
自
主
的
に
行
動

し
て
い
る
。
今
回
の
米
須
さ
ん

の
行
動
は
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
の
活
動
で
は
な
い
」

と
し
た
上
で
、
「
い
つ
か
は
乗

－
り
越
え
な
い
と
い
け
な
い
問
題

で
は
あ
る
」
と
語
る
。

基
地
引
き
取
り
運
動
は
、
二

〇
一
五
年
三
月
に
大
阪
府
で

「
引
き
取
る
行
動
・
大
阪
」
が

発
足
以
降
、
山
形
、
新
潟
、
東

京
、
神
奈
川
、
滋
賀
、
兵
庫
、

福
岡
、
長
崎
の
計
九
都
府
県
で

同
様
の
団
体
が
活
動
中
で
、
北

海
道
と
埼
玉
県
で
設
立
を
準

備
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
街
頭
行

動
な
ど
で
「
米
軍
基
地
問
題
は

本
土
の
問
題
だ
」
と
訴
え
る
。

飯
島
さ
ん
は
「
最
終
的
に
日

米
安
保
条
約
を
廃
止
し
て
米
軍

基
地
を
日
本
か
ら
な
く
す
と
い

う
共
産
党
の
主
張
自
体
は
分
か

る
が
、
ま
ず
は
沖
縄
の
痛
み
や

日
米
安
保
条
約
の
現
実
に
つ
い

て
本
土
の
人
た
ち
が
理
解
し

て
、
国
民
的
議
論
を
起
こ
す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
話

感

「
責
任
者
は
本
土
の
有
権
者
」

沖
縄
の
人
々
は
、
今
回
の
件

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

元
S
E
A
L
D
S
（
シ
ー
ル

ズ
）
で
、
「
辺
野
古
」
県
民
投

票
の
会
代
表
の
元
山
仁
士
郎
さ

ん
は
「
防
衛
の
た
め
に
米
軍
が

必
要
な
の
だ
と
い
う
な
ら
、
全

国
の
自
治
体
が
負
担
を
分
か
ち

合
う
の
は
当
然
。
何
度
も
選
挙

を
通
じ
て
『
辺
野
古
ノ
ー
』
と

い
う
沖
縄
の
民
意
が
示
さ
れ
て

い
る
中
で
、
政
府
は
強
行
し
て

く
る
。
そ
の
中
で
、
安
保
反
対

を
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
は
現

実
的
な
不
平
等
解
決
に
つ
な
が

ら
な
い
」
と
話
す
。

一
方
、
i
沖
縄
国
際
大
の
前
酒

樽
盛
教
授
（
政
治
学
）
は
「
結

栗
的
に
県
外
移
設
ノ
ー
と
本
土

の
人
が
言
う
の
は
、
た
と
え

『
基
地
反
対
』
の
共
産
党
で
あ

っ
て
も
、
沖
縄
の
人
に
と
っ
て

は
違
和
感
が
あ
る
」
と
し
た
上

で
「
た
だ
、
辺
野
古
に
新
基
地

を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
普
天
間

飛
行
場
を
本
当
に
返
還
す
る
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
痛
み

を
分
散
さ
せ
る
よ
り
も
痛
み
そ

の
も
の
を
根
治
す
る
方
が
先
で

は
な
い
か
。
第
二
引
き
取
り

と
い
っ
て
も
本
当
に
本
土
の
人

は
基
地
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け

る
覚
悟
は
あ
る
の
か
」
と
、
共

産
党
小
金
井
市
議
団
の
対
応
に

一
定
の
理
解
を
示
す
。

引
き
取
る
会
・
東
京
の
ア
ド

パ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
東
京
大
大

学
院
の
高
橋
哲
哉
教
授
（
哲

学
）
は
、
今
回
の
米
須
さ
ん
の

陳
情
に
つ
い
て
「
普
天
間
飛
行

場
代
替
施
設
建
設
を
決
め
た
一

九
九
六
年
の
S
A
C
O
合
意
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
代
替
施
設

が
必
要
な
の
か
、
必
要
だ
と
す

れ
ば
全
国
を
候
補
地
に
し
て
探

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

い
う
こ
と
が
前
提
。
そ
の
上

で
、
本
土
で
の
引
き
取
り
を
含

め
て
、
米
軍
基
地
は
必
要
か
国

民
的
な
議
論
を
し
て
は
し
い
と

い
う
も
の
だ
」
と
指
摘
す
る
。

国
土
面
積
の
0
・
6
％
の
沖

縄
に
、
在
日
米
軍
専
用
施
設
の

七
割
が
集
中
す
る
圧
倒
的
に
不

平
等
・
差
別
の
構
造
。
こ
れ
に

対
し
、
沖
縄
の
人
々
は
「
な
ぜ

沖
縄
ば
か
り
が
」
と
い
う
不
平

等
感
を
持
ち
、
す
で
に
何
度
も

辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
と

の
民
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。

「
差
別
解
消
の
た
め
に
県
外
移

設
を
、
と
い
う
声
は
沖
縄
の
人

々
に
広
く
存
在
し
て
い
る
」

一
方
で
、
全
国
的
な
世
論
調

査
を
す
れ
ば
八
割
近
い
国
民
が

日
米
安
保
条
約
に
賛
成
し
て
い

る
。
「
本
土
の
人
た
ち
が
日
米

安
保
に
賛
成
す
る
な
ら
ば
、
本

土
で
米
軍
墓
地
を
引
き
取
り
、

沖
縄
の
負
担
を
代
替
す
べ
き
だ

と
い
う
自
公
政
権
と
、
そ
の
対

極
に
位
置
す
る
共
産
党
が
、
結

果
的
に
「
県
外
移
設
ノ
⊥
で

一
致
し
た
の
は
「
非
常
に
象
徴

的
だ
」
と
高
橋
教
授
は
言
う
。

「
各
種
調
査
に
よ
れ
ば
、
米

軍
基
地
を
引
き
取
っ
て
も
よ
い

と
い
う
本
土
の
人
も
三
割
前
後

は
い
る
。
そ
れ
な
ら
、
『
本
土

の
理
解
が
な
い
か
ら
沖
縄
県
内

移
設
し
か
な
い
』
と
い
う
日
本

政
府
の
理
屈
も
崩
れ
る
は
ず

だ
。
安
保
条
約
解
消
の
目
標
は

よ
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
実
現

す
る
ま
で
は
、
結
局
、
沖
縄
の

人
た
ち
へ
基
地
負
担
押
し
っ
け

が
続
く
。
こ
れ
以
上
沖
縄
の
人

々
を
待
た
せ
て
よ
い
の
か
。
本

土
の
政
権
支
持
者
も
共
産
党

も
、
県
外
移
設
と
い
う
沖
縄
の

民
意
に
向
き
合
う
べ
き
で
は
な

い
の
か
」

川
諾
笠
間
器
罷
認
諾
4
。
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